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東洋大学陸上東洋大学陸上東洋大学陸上東洋大学陸上競技部競技部競技部競技部 壮行会壮行会壮行会壮行会をををを開催開催開催開催
2013年12月12日(木) 於 白山キャンパス

東洋大学（文京区白山／学長・竹村牧男）は、2014年1月2日（木）、3日（金）に開催
される「第90回 東京箱根間往復大学駅伝競走」に向けた壮行会を12月12日（木）に開催
致しました。

選手がつなぐ襷と同じ鉄紺のスクールカラーを身に付け、箱根駅伝出場選手を応援する学内
イベント“鉄紺Days”（12月10日〜12日）の最終日に開催された壮行会には、学内だけにと
どまらず約1700名の在学生、卒業生や地域の方が駆け付け、ステージに登壇した監督及び箱根
駅伝エントリー16名の選手へ熱いエールを送りました。

また、当日は、会場となった白山キャンパス以外の3キャンパス（板倉、朝霞、川越キャン
パス）へもUstreamを使った同時中継を行いました。
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【酒井俊幸監督挨拶】
「今回のチームは設楽兄弟を主軸とした上級生主体のチームとなっている。険しい箱根路を
チーム一丸となって、そして、皆さんの声援を受けて、是非、先頭で往路も復路も走り抜け
たい。目標は、ゴールの大手町で“鉄紺カラー”の歓喜の輪をつくりたい。」と意気込みを
語った。

【主将・設楽啓太挨拶】
「1年間キャプテンとして責任のある立場となったが、自分はまだキャプテンらしい走りが
できていない。箱根ではしっかりとした走りをしてチームに貢献したい。」と抱負を語った。



【第90回箱根駅伝壮行会について】
開催日時：2013年12月12日(木) 12：20～12：50
場 所：東洋大学 白山キャンパス「キャンパスプラザ」（東京都文京区白山5-28-20）

※ Ustreamにて板倉、朝霞、川越キャンパスには壮行会の模様を生中継。
予定内容：学長挨拶、監督挨拶、選手紹介、応援指導部演舞 、応援寄せ書き横断幕贈与

【“鉄紺Days”について】
スクールカラーである「鉄紺」または「紺色」のアイテムを身に
つけることで、帰属意識の醸成を図るとともに、箱根駅伝に出場
する選手達にエール届けるイベントを2013年12月10日(火)～
12日(木)の3日間、東洋大学 白山・朝霞・川越・板倉キャンパス
で同時開催 。“撮る、着る、ひとつになる”をテーマに、SNSと
連動し、箱根駅伝に向けて大学をあげて応援することを目的とした
学内初のスクールカラーイベント。

＜東洋大学公式Facebook「SPORTS 東洋大学ページ」＞
URL ： http://bit.ly/186MPiI

【王座奪還へ向け、総合力で挑む】
2009年1月の第85回箱根駅伝で初優勝、続く第86回箱根駅伝で総合優勝し、2連覇を果たす
など過去5年間で3度の優勝を果たした東洋大学。2013年は2位と悔しい結果に終わったが、など過去5年間で3度の優勝を果たした東洋大学。2013年は2位と悔しい結果に終わったが、
新生・ 東洋大学陸上競技部は、双子の兄・設楽啓太主将、弟・悠太副主将など
4年生を中心に部全体を盛り上げる役割を果たし、熟成したチームを形成している。再び頂点
を勝ち取るため、本学の強みである「総合力」でリベンジを誓う。

【東洋大学陸上競技部長距離部門】
部長：塩田 徹 監督：酒井俊幸 主将：設楽啓太
1927年創部。2009年1月の第85回箱根駅伝で初優勝、続く第86回箱根駅伝でも総合優勝
し、2連覇を果たす。2012年、第88回箱根駅伝は大会新記録を樹立し、圧巻の総合優勝。
2014年、第90回箱根駅伝は12年連続72回目の出場となる。
タスキの色は鉄紺（てつこん）。日々の練習本拠地は川越キャンパス（埼玉県川越市）。


